
研究基盤イノベーション分科会設⽴
ーいま⼤学に求められる研究基盤イノベーション
「研究基盤イノベーションシステムを研究する」ー

「研究基盤イノベーション分科会（第1回）」
2020.1.30@宮崎観光ホテル

主催︓研究・イノベーション学会分科会
後援︓東京⼯業⼤学・宮崎⼤学

東京⼯業⼤学 総括理事・副学⻑ 特別補佐
戦略的経営オフィス オフィス⻑補佐／教授

内閣府 政策統括官（科学技術・イノベーション担当）付 上席科学技術政策フェロー
第10期科学技術・学術審議会 研究開発基盤部会 委員

江端 新吾



研究基盤イノベーション x 研究基盤のゆかいな仲間たち
平成の設備サポートセンター整備事業シンポジウムの立ち上げから令和の科学技術政策の企画立案へ



国⽴⼤学法⼈における共⽤事業を全国へ展開する“場”
「設備サポートセンター整備事業シンポジウム」の⽴ち上げ

2015年︓研究基盤イノベーション元年（と勝⼿に命名）
第１回「⼤学の研究基盤戦略を考える〜設備共⽤の未来
〜」＠北海道⼤学（H27.1）参加者︓約80名

第２回「⼤学における新たな設備共⽤体制を⽬指して〜
地域連携による設備サポートの新たな展開〜」＠⿃取⼤
学（H28.1）参加者︓約100名

第３回「共同利⽤に向かう教育研究設備の今後の展望を
探る〜求められる設備マネジメントとは〜」＠名古屋⼯
業⼤学（H29.1）参加者︓約200名

第４回「研究・教育⽀援に対する設備サポート事業の役
割を考える〜研究・教育の活性化と学外連携に応える⼈
材育成〜」＠東京農⼯⼤学（H30.1）
参加者︓約150名

第５回「設備サポートセンター整備事業をどう成⻑させ
るか〜設備サポート活動の先に⾒えてきたものとたちは
だかるもの〜」＠岡⼭⼤学（H31.1）
参加者︓約150名

全国の⼤学での研究基盤共⽤の意識を⾼め，グッドプラクティスや課題の共有が実現
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研究基盤共⽤・技術職員のあり⽅における議論の”場”
先端研究基盤共⽤促進事業シンポジウム 技術職員の全国情報交換会

「新共⽤事業連絡協議会」の発⾜
幹事校︓JAMSTEC・⾼知⼤学，⾦沢⼤

学，熊本⼤学，北海道⼤学
「技術職員有志の会」の発⾜

全国の技術職員に関する現状データ等を収集

• 総合技術研究会（参加者︓約800名）
• 機器・分析技術研究会（参加者︓約200名）
• 実験・実習技術研究会（参加者︓約800名）

（http://www.ccr.nitech.ac.jp/tech/lsgijyutubu/lskenkyu.html）
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設備サポートセン
ターシンポジウム

新共⽤事業
連絡協議会

技術職員
有志の会

研究基盤に関わるステークホルダー

（技術職員・事務職員・教員・URA等）

からの提⾔や働きかけなど

皆さんの⼒を⼀つにまとめた 結果...
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全国の仲間たちの英知を結集し，新たな時代の幕開けへ︕



第６期科学技術基本計画策定へ向けて【事例】

現在，⽂科省および内閣府で議論の真っ只中︕
2019.1.23 第9期基礎基盤研究部会研究基盤整備・⾼度化委員会（第6回）

(http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu25/001/shiryo/1413218.htm)
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第６期科学技術基本計画策定へ向けて
【現状】

⽂科省が動いた
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「技術職員」というワードが載った︕
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令和２年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰

研究支援賞（新設）の募集について

募集期間： 令和元年５月３１日(金)～７月２５日(木) 

研究支援賞は、科学技術の発展や研究開発の成果創出に向けて、高度で専門的な技術
的貢献を通じて研究開発の推進に寄与する活動を行った者について、 その功績を讃える
ことにより、科学技術に携わる者の意欲の向上を図り、 もって我が国の科学技術水準の
向上に寄与することを目的とし、 令和２年度より新たに創設された表彰制度です。

◆科学技術の発展や研究開発の成果創出に向けて、高度で専門的な技術的貢献を通じて
研究開発の推進に寄与する活動を行い、顕著な功績があったと認められる者

＊「高度で専門的な技術的貢献」
・ 研究施設・設備・機器の運用、管理、利用支援並びに実験データの測定・処理・分析に及び研究試料の加工等
に係る新たな技術の開発または実施

＊「研究開発の推進に寄与する活動」
・研究者と共同で課題解決を図る活動や研究開発の推進をサポートする活動
・高度で専門的な技術・知見の継承や技術の向上を図るための活動（講習会やセミナー等）

※１業績の表彰対象には、研究を支援するための技術開発又は、活動を行った者のみならず、所属機関における
組織的な制度改善や体制構築等の取組が、活動の実施に当たって重要な貢献をした場合において、こうした取組
を行った者を含む。

研究⽀援賞の対象

○技術職員等が研究者と協働し、研究設備等による測定・分析手法を開発・改良して測定精度の
向上等を達成し、新たな研究成果の創出に貢献した

○複雑で様々な技術的課題が存在する研究課題に対して、様々な専門性を持つ技術職員等が
グループで対応し、研究成果の創出に貢献した

○研究機関における研究施設・設備・機器等の運用・管理や利用者への技術的支援、講習会や
セミナー等を通じた技術の向上等において主導的な役割を果たし、効果的・効率的な研究環境
の構築に貢献した

想定される業績の例（イメージ）

こんなのできました︕
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研究・イノベーション学会ホットイシュー「研究基盤の最先端」
を企画・開催（2019.10.26-27@GRIPS）

講演18件，ホットイシューで最多︕

学会も動いた
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内閣府総合科学技術・イノベーション会議（2020.1.23）

内閣府も動いた
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〇〇学会
〇〇研究会
URA

研究者
〇〇学会
〇〇研究会

〇〇学会
〇〇研究会
事務職員

技術職員
〇〇学会
〇〇研究会

研究基盤
イノベーション分科会

全てのステークホルダーが
フラットに集まる

の形成

【研究基盤イノベーション分科会】2019.12.13新設︕
全てのステークホルダーが集まる「場」の形成へ...
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ご清聴ありがとうございました

そして最後に．．．

お気軽にご連絡ください
ebata.s.ac@m.titech.ac.jp



研究基盤イノベーション x 研究基盤のゆかいな仲間たち
平成の設備サポートセンター整備事業シンポジウムの立ち上げから令和の科学技術政策の企画立案へ

「研究基盤のゆかいな仲間たち」の集合写真を撮りましょう！
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